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中国三峡ダム計画の登場

中
国
三
峡
ダ
ム
計
画
の
登
場

―
―
毛
沢
東
の
示
唆
と
林
一
山
の
役
割
―
―

林　
　
　
　

秀　
　

光

は
じ
め
に

　

中
国
三
峡
ダ
ム
は
一
九
九
二
年
に
全
国
人
民
代
表
大
会
で
決
定
さ
れ
、
二
〇
〇
九
年
に
完
成
し
た
。
孫
文
が
初
め
て
三
峡
地
域
の

開
発
を
提
起
し
た
一
九
一
九
年
か
ら
九
〇
年
の
時
が
流
れ
、
一
九
五
三
年
に
毛
沢
東
の
示
唆
を
受
け
て
林
一
山
が
三
峡
ダ
ム
を
政
策

タ
ス
ク
に
据
え
た
時
か
ら
数
え
て
も
、
約
半
世
紀
の
歳
月
が
経
っ
て
い
た
。
三
峡
ダ
ム
を
め
ぐ
る
政
策
過
程
は
、
前
進
と
後
退
を
繰

は
じ
め
に

第
一
節　

長
江
水
利
委
員
会
の
成
立

　

１　

林
一
山
の
長
江
水
利
委
員
会
主
任
任
命

　

２　

国
民
政
府
長
江
水
利
工
程
総
局
の
接
収

第
二
節　
「
治
江
三
段
階
」
方
案
に
な
か
っ
た
三
峡
ダ
ム

第
三
節　

毛
沢
東
の
示
唆
と
林
一
山
の
計
画
変
更

　

１　

毛
沢
東
の
情
報
収
集
と
幹
部
ら
の
同
行

　

２　

毛
沢
東
の
意
向
と
林
一
山
の
認
識

　

３　
「
治
江
三
段
階
」
の
改
訂
と
鄧
子
恢
の
指
示

第
四
節　

長
江
上
流
工
程
局
に
よ
る
三
峡
ダ
ム
雛
形
の
提
起

　

１　

林
一
山
の
指
示
と
「
留
用
人
員
」
李
鎮
南
の
役
割

　

２　
「
上
流
四
つ
の
ダ
ム
」
方
案
と
三
峡
ダ
ム
案

　

３　

ダ
ム
サ
イ
ト
候
補
地
の
選
定
と
三
峡
ダ
ム
雛
形
の
提
起

お
わ
り
に
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り
返
し
紆
余
曲
折
の
歴
史
を
辿
っ
た
。
三
峡
ダ
ム
は
前
進
と
後
退
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
決
定
で
き
た
の
は
な
ぜ
か
、
と
い
う
の
が

筆
者
の
一
貫
し
た
問
題
関
心
で
あ
る
。

　

中
国
の
政
策
決
定
に
関
し
て
、
中
国
政
治
は
権
力
が
集
中
し
て
い
て
政
策
が
決
め
や
す
い
と
い
う
「
速
決
」
の
側
面
を
強
調
し
、

手
続
き
を
踏
ま
え
て
進
め
る
民
主
体
制
下
の
政
策
決
定
よ
り
効
率
が
よ
く
優
れ
て
い
る
と
い
う
議
論
が
あ
る（1
（

。
一
方
、
オ
ク
セ
ン

バ
ー
グ
ら
の
研
究
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
中
国
の
政
策
過
程
は
官
僚
組
織
が
バ
ー
ゲ
ニ
ン
グ
し
妥
協
す
る
過
程
で
あ
り
「
断
片

化
」（Fragm

ented A
uthoritarianism

（
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（2
（

。

　

確
か
に
、
八
〇
年
代
後
半
か
ら
、
三
峡
ダ
ム
は
決
定
に
向
け
て
急
転
換
し
、
中
国
共
産
党
（
以
下
、
中
共
（
政
権
が
特
定
の
任
務

を
達
成
す
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
資
源
を
投
入
し
全
力
で
取
り
組
む
そ
の
効
率
の
よ
さ
を
見
せ
つ
け
た
。
同
時
に
、
三
峡
ダ
ム
は
決

定
に
こ
ぎ
つ
け
ら
れ
る
ま
で
に
、
約
四
〇
年
の
歳
月
を
要
し
た
こ
と
も
看
過
で
き
な
い
。
三
峡
ダ
ム
は
、
括
目
す
る
ほ
ど
の
速
さ
で

決
定
で
き
た
背
景
に
、
長
い
歳
月
に
お
け
る
「
進
」
と
「
退
」
の
攻
防
が
あ
っ
て
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
あ
る
種
の
決
定
に
向

け
て
の
方
向
性
が
揺
れ
な
が
ら
も
定
め
ら
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
研
究
は
、
官
僚
組
織
と
政
策
形
成
の
担
い
手
に
焦
点
を

当
て
、
三
峡
ダ
ム
計
画
の
「
進
」
と
「
退
」
を
め
ぐ
る
揺
れ
を
捉
え
つ
つ
、
そ
の
要
因
お
よ
び
決
定
に
持
ち
込
む
力
の
所
在
を
実
証

的
に
分
析
す
る
。

　

本
研
究
で
浮
か
び
上
が
っ
た
政
策
形
成
の
構
造
を
把
握
し
た
上
で
、
中
国
政
治
の
特
質
や
政
策
決
定
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
ひ
い
て
は
、

中
共
支
配
の
強
靭
さ
の
根
源
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
本
考
察
は
、
中
国
で
展
開
さ
れ
た
宇
宙
開
発
や
高
速
鉄
道
な
ど
の
大
型
国
家
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
分
析
に
も
適
用
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
稿
は
、
三
峡
ダ
ム
が
建
国
初
期
に
登
場
し
た
そ
の
源
流
を
辿
る
べ
く
、
三
峡
ダ
ム
の
推
進
勢
力
で
あ
っ
た
長
江
水
利
委
員
会

（
以
下
、
長
委
会
（
の
動
き
か
ら
立
案
プ
ロ
セ
ス
を
考
察
す
る
。

　

従
来
の
研
究
ま
た
は
三
峡
ダ
ム
を
論
じ
る
ほ
と
ん
ど
の
著
述
で
は
、
三
峡
ダ
ム
は
毛
沢
東
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
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そ
れ
は
長
委
会
主
任
林
一
山
の
言
説
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
林
一
山
は
再
三
に
わ
た
っ
て
一
九
五
三
年
に
長
江
を
下
る
軍
艦
で

毛
沢
東
が
三
峡
ダ
ム
に
つ
い
て
言
及
し
た
こ
と
を
述
べ
、「
毛
主
席
が
長
江
を
征
服
す
る
方
向
性
を
示
し
た
」、「
毛
沢
東
同
志
の
戦

略
的
遠
見
が
三
峡
ダ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
に
堅
固
な
基
礎
を
打
ち
立
て
た
」、「
三
峡
ダ
ム
は
毛
沢
東
の
偉
大
な
る
遺
志
で
あ

る
」
な
ど
毛
沢
東
の
か
か
わ
り
を
強
調
し
三
峡
ダ
ム
の
あ
る
種
の
「
正
統
性
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た（（
（

。
し
か
し
、
林
一
山
自
身
が

三
峡
ダ
ム
決
定
後
に
出
版
し
た
著
述
の
な
か
で
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
毛
沢
東
は
三
峡
ダ
ム
へ
の
着
手
を
指
示
し
て
お
ら
ず
、
あ
く

ま
で
も
示
唆
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
毛
沢
東
の
示
唆
が
い
か
に
長
委
会
の
政
策
と
し
て
成
立
し
た
か
は
重
要
で
あ
る
が
、

そ
の
「
変
換
」
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究
は
触
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い（4
（

。

　

ま
た
、
三
峡
ダ
ム
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
今
日
に
至
っ
て
も
賛
否
両
論
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
起
因
に
、
技
術
面
で
の
意
見
分
岐

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
長
委
会
が
ほ
か
の
官
僚
組
織
と
の
折
衝
や
合
意
は
な
く
、
最
高
指
導
者
の
示
唆
を
政
策
に
「
変
換
」
さ
せ
た

や
り
方
に
対
す
る
、
李
鋭
を
代
表
と
す
る
水
力
発
電
部
門
側
の
反
発
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
三
峡
ダ
ム
が
提
起
さ
れ

た
建
国
初
期
の
、
水
利
と
水
力
開
発
部
門
幹
部
の
「
革
命
」
か
ら
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
に
お
け
る
考
え
方
の
違

い
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
三
峡
ダ
ム
の
政
策
過
程
の
起
点
に
立
ち
返
り
、
毛
沢
東
の
示
唆
が
世
紀
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
生
む
こ
と

が
で
き
た
の
は
な
ぜ
か
。
つ
ま
り
、
長
委
会
と
い
う
水
利
系
統
の
下
部
組
織
が
い
か
に
し
て
毛
沢
東
の
示
唆
を
自
ら
の
政
策
タ
ス
ク

と
し
て
立
案
し
た
か
に
つ
い
て
、
史
実
を
整
理
し
解
明
を
試
み
た
い
。

第
一
節　

長
江
水
利
委
員
会
の
成
立

　

長
委
会
は
そ
の
主
任
林
一
山
が
率
い
る
も
と
で
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
一
貫
し
て
三
峡
ダ
ム
の
推
進
勢
力
の
一
翼
を
担
っ
て
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き
た
。
し
か
し
、
そ
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
の
記
述
が
明
瞭
と
は
言
い
が
た
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
林
一
山
の
動
き
や
接
収
の

プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
詳
述
し
た
い
。

　

１　

林
一
山
の
長
江
水
利
委
員
会
主
任
任
命

　

一
九
四
九
年
一
一
月
八
～
一
八
日
、
中
央
人
民
政
府
政
務
院
財
政
経
済
委
員
会
が
北
京
で
全
国
各
解
放
区
水
利
聯
席
会
議
を
開
催

し
た
。
こ
の
会
議
で
流
域
ご
と
に
水
利
機
構
の
成
立
が
決
め
ら
れ
、
黄
河
水
利
委
員
会
、
長
江
水
利
委
員
会
と
淮
河
水
利
工
程
総
局

の
設
置
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
三
つ
の
流
域
機
構
は
中
央
人
民
政
府
水
利
部
（
以
下
、
中
央
水
利
部
（
の
事
業
部
門
と
し
て
管
轄
下

に
置
か
れ
た
。
一
二
月
一
六
日
、
政
務
院
第
一
一
次
会
議
に
お
い
て
、
林
一
山
が
長
江
水
利
委
員
会
主
任
と
し
て
命
じ
ら
れ
た
。
長

江
水
利
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
当
時
の
幹
部
は
、
林
一
山
、
張
彬
、
魏
廷
琤
、
崔
吉
礼
、
黄
国
慶
、
譚
桂
芝
の
六
名
の
み
で
あ
っ
た（5
（

。

林
一
山
自
身
も
、「
長
委
会
が
成
立
し
た
当
時
、
わ
た
し
の
前
に
あ
る
最
も
重
要
な
問
題
は
、
こ
の
『
司
令
官
』
し
か
い
な
い
流
域

機
構
を
い
か
に
構
築
す
る
か
で
あ
っ
た
」
と
回
顧
し
て
い
る（6
（

。
林
一
山
が
「
司
令
官
」
し
か
い
な
い
と
言
っ
た
の
に
は
わ
け
が
あ
っ

た
。
と
い
う
の
も
、
張
彬
は
林
一
山
夫
人
、
魏
廷
琤
は
北
京
で
南
下
す
る
直
前
に
配
属
さ
れ
た
秘
書
、
そ
の
他
三
人
は
戦
争
時
代
か

ら
林
一
山
の
警
護
で
あ
っ
た（7
（

。

　

林
一
山
は
中
華
民
国
が
成
立
直
前
の
一
九
一
一
年
六
月
に
山
東
省
文
登
県
で
生
ま
れ
た
。
北
京
師
範
大
学
歴
史
学
部
を
中
退
し
抗

日
戦
争
に
投
身
し
た
。
国
共
内
戦
期
に
、
彼
は
遼
南
省
委
書
記
を
務
め
て
い
た
が
、
高
崗
と
そ
り
が
合
わ
ず
、
そ
の
留
守
中
に
陳
雲

の
同
情
と
同
意
を
得
て
遼
南
省
を
去
っ
た
。
そ
の
直
後
、
羅
栄
桓
の
紹
介
で
人
民
解
放
軍
第
四
野
戦
軍
南
下
工
作
団
（
以
下
、
南
下

工
作
団
（
に
秘
書
長
と
し
て
加
わ
っ
た（8
（

。
林
一
山
は
四
九
年
八
月
は
じ
め
、
南
下
工
作
団
と
と
も
に
開
封
に
到
着
し
、
九
月
下
旬
に

人
民
解
放
軍
の
管
制
下
に
あ
っ
た
武
漢
に
向
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
林
一
山
は
武
漢
到
着
後
に
、
堤
防
の
復
旧
と
災
害
救
済
の
た
め
、
中
原
臨
時
人
民
政
府
（
四
九
年
三
月
開
封
で
成
立
―
筆
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者
注
（
の
農
林
水
利
部
長
に
命
じ
ら
れ
、
南
下
工
作
団
か
ら
離
れ
た（9
（

。
彼
が
前
述
の
水
利
聯
席
会
議
に
参
加
し
た
の
は
そ
の
時
で
あ

る
が
、
し
ば
ら
く
し
て
、
農
林
水
利
部
は
中
南
軍
政
委
員
会
水
利
部
に
改
組
さ
れ
た
。
林
一
山
は
部
長
を
務
め
た
が
、
の
ち
に
民
主

人
士
で
あ
る
劉
斐
に
部
長
の
座
を
ゆ
ず
り
、
党
組
書
記
兼
任
の
副
部
長
に
収
ま
っ
た（（（
（

。
共
産
党
支
配
の
権
力
構
造
で
は
、
副
部
長
と

は
い
え
、
党
組
書
記
を
兼
任
し
て
い
る
た
め
、
部
長
よ
り
も
影
響
力
を
持
つ
場
合
が
多
い
。
そ
し
て
、
前
述
の
と
お
り
、
林
一
山
は

同
年
一
二
月
に
長
委
会
主
任
に
任
命
さ
れ
た
。

　

２　

国
民
政
府
長
江
水
利
工
程
総
局
の
接
収

　

一
九
四
九
年
一
一
月
一
一
日
に
開
か
れ
た
政
務
院
第
五
次
政
務
会
議
で
の
決
定
に
よ
っ
て
「
中
央
人
民
政
府
指
導
接
収
工
作
委
員

会
華
東
工
作
団
」（
以
下
、「
華
東
工
作
団
」（
が
結
成
さ
れ
た
。
政
務
院
副
総
理
陳
雲
と
董
必
武
が
率
い
る
も
と
で
、
南
京
に
向
か
い
、

国
民
党
中
央
機
関
お
よ
び
そ
の
他
の
重
要
な
機
関
の
接
収
を
行
っ
た
。「
華
東
工
作
団
」
の
結
成
は
、
中
央
水
利
部
が
長
委
会
の
設

立
を
討
議
し
て
い
た
時
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
林
一
山
は
長
委
会
の
代
表
で
は
な
く
、
中
央
水
利
部
の
代
表
と
し
て
南
京
に
赴
き

長
江
水
利
工
程
総
局
の
接
収
に
加
わ
っ
た
。

　

南
京
が
同
年
四
月
に
解
放
さ
れ
た
際
に
、
国
民
政
府
の
機
関
は
す
で
に
南
京
市
軍
事
管
制
委
員
会
に
よ
っ
て
接
収
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、「
華
東
工
作
団
」
に
よ
る
接
収
は
、
中
央
人
民
政
府
に
よ
る
国
民
政
府
機
関
の
正
式
な
接
収
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

　

長
委
会
元
副
主
任
で
あ
る
丁
福
五
の
回
顧
に
よ
れ
ば
、
彼
は
四
月
下
旬
に
軍
事
管
制
委
員
会
か
ら
軍
の
代
表
と
し
て
派
遣
さ
れ
、

南
京
で
国
民
政
府
の
水
利
部
と
長
江
水
利
工
程
総
局
を
地
下
党
員
の
協
力
を
得
て
相
次
い
で
接
収
し
た
。
林
一
山
も
南
京
到
着
後
に
、

丁
福
五
と
連
絡
を
と
り
華
東
水
利
部
（
国
民
政
府
水
利
部
を
改
組
し
た
組
織
（
に
よ
る
長
江
水
利
工
程
総
局
の
暫
時
的
な
管
理
と
、
華

東
水
利
部
が
長
江
水
利
工
程
総
局
の
管
轄
を
受
け
る
な
ど
の
こ
と
を
確
認
し
た
と
回
顧
し
て
い
る（（（
（

。
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す
な
わ
ち
、
林
一
山
が
南
京
に
到
着
す
る
前
に
、
丁
福
五
は
軍
事
管
制
委
員
会
の
派
遣
に
よ
り
す
で
に
長
江
水
利
工
程
総
局
を
接

収
し
て
お
り
、
そ
の
数
か
月
後
に
、
林
一
山
は
「
南
下
工
作
団
」
秘
書
長
で
は
な
く
、
中
央
水
利
部
の
代
表
と
し
て
「
華
東
工
作

団
」
に
加
わ
り
正
式
に
長
江
水
利
工
程
総
局
を
接
収
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

一
九
五
〇
年
二
月
二
四
日
に
、
長
委
会
は
湖
北
省
漢
口
で
正
式
に
成
立
大
会
を
開
き
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た（（（
（

。
こ
の
時
点
で
、
長
委

会
は
長
江
水
利
工
程
総
局
の
み
な
ら
ず
、
長
江
流
域
を
管
轄
し
た
上
流
工
程
局
、
中
流
工
程
局
と
下
流
工
程
局
を
は
じ
め
国
民
政
府

の
水
利
機
構
も
接
収
し
て
下
部
組
織
に
収
め
た
。
ま
た
、
長
委
会
は
、
中
南
局
か
ら
派
遣
さ
れ
た
幹
部
を
受
け
入
れ
、
湖
南
省
、
湖

北
省
と
江
西
省
の
水
利
専
門
家
や
元
中
原
大
学
の
卒
業
生
も
吸
収
し
た
。
同
年
末
に
は
、
長
委
会
は
職
員
総
数
が
二
六
五
八
名
に
達

し
、
本
部
の
職
員
だ
け
で
も
五
七
六
名
に
な
っ
た（（（
（

。

第
二
節　
「
治
江
三
段
階
」
方
案
に
な
か
っ
た
三
峡
ダ
ム

　

長
委
会
成
立
初
期
の
主
な
職
責
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
中
央
水
利
部
の
指
導
下
、
長
江
主
流
と
長
江
に
直
接
関

係
す
る
各
支
流
ま
た
は
湖
の
水
利
建
設
事
業
を
管
轄
す
る
。
下
部
組
織
と
し
て
、
上
流
、
中
流
と
下
流
の
工
程
局
と
直
属
の
工
程
処

を
設
立
す
る
。
大
行
政
区
の
指
導
下
、
直
接
水
利
建
設
工
作
を
行
う
」
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
中
心
と
な
る
任
務
は
、「
洪
水
対
策

を
重
点
と
し
、
堤
防
、
沿
岸
の
排
水
と
灌
漑
、
暗
渠
と
閘
門
の
建
設
、
遊
水
池
の
確
保
、
同
時
に
積
極
的
に
長
江
の
治
理
計
画
を
研

究
し
制
定
す
る
」
こ
と
で
あ
る（（（
（

。

　

つ
ま
り
、
長
江
の
度
重
な
る
水
害
は
、
成
立
し
た
ば
か
り
の
長
委
会
が
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
、
そ
れ
を
い
か
に
治

め
る
か
が
課
題
で
あ
っ
た
。
林
一
山
は
主
任
と
し
て
、「
旧
中
国
か
ら
継
承
で
き
た
洪
水
対
策
の
『
遺
産
』
は
、
普
通
の
洪
水
す
ら

防
御
で
き
な
い
堤
防
と
机
上
の
空
論
に
す
ぎ
な
い
蓄
洪
墾
殖
に
関
す
る
意
見
だ
け
で
あ
っ
た
」
と
し
、「
先
人
の
や
り
方
を
踏
襲
し
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て
は
な
ら
ず
、
大
所
高
所
か
ら
も
の
を
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
意
気
込
ん
だ
」
と
後
年
に
回
顧
し
て
い
る（（（
（

。
し
か
し
、
実
の
と
こ

ろ
、
三
峡
ダ
ム
計
画
が
浮
上
す
る
以
前
の
段
階
に
お
い
て
、
林
一
山
も
ま
た
長
江
の
洪
水
対
策
に
「
蓄
洪
墾
殖
」
を
取
り
入
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

　

一
九
五
〇
年
、
林
一
山
が
主
宰
し
長
江
の
洪
水
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
「
長
江
水
利
建
設
五
年
計
画
大
網
草
案
」（
以
下
、「
水
利
建

設
五
か
年
計
画
」（
を
策
定
し
た
。
そ
れ
は
、
長
江
沿
岸
の
遊
水
池
の
整
備
、
そ
の
支
流
漢
江
で
の
丹
江
口
ダ
ム
の
建
設
に
よ
る
洪
水

の
防
御
と
、
荆
江
地
域
の
洪
水
を
分
流
さ
せ
る
工
事
（
分
洪
（
が
政
策
の
柱
に
据
え
ら
れ
た
計
画
で
あ
っ
た（（（
（

。

　

続
い
て
五
一
年
に
、
林
一
山
は
「
水
利
建
設
五
か
年
計
画
」
を
も
と
に
、
長
江
の
洪
水
対
策
で
あ
る
「
治
江
三
段
階
」
論
を
提
起

し
た
。
そ
れ
は
具
体
的
に
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
第
一
段
階
は
、
堤
防
の
強
化
を
中
心
に
一
九
三
一
年
型
と
一
九
四
九
年

型
洪
水
の
制
御
を
可
能
に
す
る
こ
と
。
第
二
段
階
は
、
堤
防
の
建
設
を
継
続
し
な
が
ら
、「
蓄
洪
墾
殖
」
区
域
を
確
保
し
洪
水
を
分

散
さ
せ
る
こ
と
。
そ
の
区
域
を
、
一
九
三
一
年
型
と
一
九
四
九
年
型
洪
水
よ
り
規
模
の
大
き
い
洪
水
を
吸
収
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
。
第
三
段
階
は
、
山
間
部
で
ダ
ム
を
建
設
し
、
洪
水
の
制
御
、
発
電
、
水
路
の
改
善
と
灌
漑
な
ど
の
役
割
を
果
た
し
、
徐
々
に
遊

水
池
に
と
っ
て
代
わ
る
こ
と（（（
（

。

　

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
林
一
山
自
身
も
認
め
て
い
る
よ
う
に
、「
こ
の
時
点
で
考
案
し
た
山
間
部
で
の
ダ
ム
建
設
は
、
長
江
上
流

地
域
の
主
流
と
支
流
、
あ
る
い
は
中
流
地
域
の
主
要
支
流
に
お
け
る
ダ
ム
開
発
を
広
く
指
し
た
も
の
で
、
決
し
て
三
峡
ダ
ム
に
特
化

し
た
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る（（（
（

。

　

し
か
し
、
林
一
山
は
こ
の
く
だ
り
を
述
べ
た
あ
と
に
、
一
九
五
二
年
下
半
期
に
三
峡
ダ
ム
が
上
流
工
程
局
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た

と
も
示
唆
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
上
流
工
程
局
は
林
一
山
の
『
治
江
三
段
階
』
に
お
け
る
山
間
部
で
の
ダ
ム
建
設
に
関
し
て
、
金
沙

江
、
岷
江
、
嘉
陵
江
と
烏
江
の
四
河
川
（
金
沙
江
は
長
江
上
流
の
主
流
、
そ
の
他
三
河
川
は
長
江
の
支
流
（
に
お
け
る
ダ
ム
に
よ
る
洪
水

対
策
の
研
究
に
着
手
し
た
。
初
歩
的
な
研
究
か
ら
、
次
の
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
も
し
こ
の
四
河
川
で
ダ
ム
を
建
設
し
て
も
、
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そ
の
下
流
に
あ
る
川
江
（
四
川
省
域
内
を
流
れ
る
長
江
の
主
流
（
で
起
こ
る
洪
水
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ず
長
江
の
中
流
地
域
の
水
害

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
。
同
時
に
、
中
流
地
域
自
体
は
暴
雨
区
で
あ
る
た
め
、（
中
略
（、
も
っ
と
も
有
効
な
方
法
は
三
峡
地
域
で

ダ
ム
を
造
っ
て
ト
ー
タ
ル
に
洪
水
を
制
御
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た（（（
（

。

　

中
国
で
は
、
年
度
の
「
下
半
期
」
は
七
月
か
ら
一
二
月
を
指
す
も
の
で
あ
る
が
、
林
一
山
が
こ
の
時
点
で
上
流
工
程
局
の
主
張
に

注
意
を
払
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
確
か
に
言
え
る
こ
と
は
、
林
一
山
が
そ
の
主
張
を
長
委
会
の
政
策
に
組
み
入
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
林
一
山
が
一
九
五
三
年
二
月
に
毛
沢
東
に
会
見
し
た
際
に
報
告
し
た
の
は
「
治
江
三
段
階
」

の
内
容
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
、
そ
の
会
見
の
約
二
か
月
前
に
、
彼
が
李
鋭
に
対
し
て
語
っ
た
長
委
会
の
政
策
構
想
に
も
三
峡
ダ
ム
は

入
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

李
鋭
は
燃
料
工
業
部
水
電
工
程
局
長
に
着
任
し
て
早
々
、
現
状
把
握
の
た
め
に
地
方
の
関
連
機
構
を
回
っ
て
い
た
。
彼
は
五
二
年

一
二
月
二
八
日
に
長
委
会
で
林
一
山
を
訪
ね
て
い
る
。
李
鋭
の
日
記
に
よ
る
と
、
林
一
山
は
長
委
会
の
構
想
を
次
の
よ
う
に
語
っ
た（（（
（

。

す
な
わ
ち
、
長
委
会
は
、
漢
江
に
お
い
て
ま
ず
は
碾
盘
山
ダ
ム
を
建
設
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
。
第
一
期
に
五
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト

の
発
電
が
期
待
で
き
、
続
い
て
丹
江
口
ダ
ム
を
建
設
す
る
。
沅
水
も
や
る
用
意
が
あ
る
。
嘉
陵
江
方
案
は
す
で
に
決
ま
っ
て
お
り
、

高
さ
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
ダ
ム
に
な
る
が
、
戻
り
水
が
南
充
に
達
し
、
五
〇
万
～
六
〇
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
が
で
き
る
一
方
、
約

七
〇
万
人
の
立
ち
退
き
が
必
要
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
規
模
の
小
さ
な
流
域
に
も
洪
水
対
策
を
目
的
と
す
る
ダ
ム
建
設
が
多

数
予
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
長
委
会
の
構
想
に
三
峡
ダ
ム
計
画
は
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
五
二
年
下
半
期
に
お
い
て
、
長
委
会
の
下
部
組
織
で
三
峡
ダ
ム
が
視
野
に
入
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、

長
委
会
は
、
ま
だ
そ
れ
を
自
ら
の
政
策
タ
ス
ク
と
し
て
組
み
入
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
後
述
す
る

よ
う
に
、
林
一
山
が
毛
沢
東
の
問
い
に
対
し
て
、「
三
峡
ダ
ム
は
ま
だ
考
え
ら
れ
な
い
」
と
返
答
し
た
の
は
実
情
に
即
し
た
反
応
で

あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
林
一
山
は
毛
沢
東
が
自
分
の
胸
中
に
秘
め
て
い
た
思
い
を
言
っ
て
く
れ
た
と
感
激
し
、
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毛
沢
東
の
示
唆
を
言
質
に
、
三
峡
ダ
ム
計
画
を
長
委
会
の
「
第
二
次
治
江
方
案
」
に
組
み
入
れ
た
の
で
あ
る
。

第
三
節　

毛
沢
東
の
示
唆
と
林
一
山
の
計
画
変
更

　

１　

毛
沢
東
の
情
報
収
集
と
幹
部
ら
の
同
行

　

で
は
、
毛
沢
東
は
い
か
に
示
唆
し
た
か
。
ま
ず
、
毛
沢
東
は
建
国
後
に
初
め
て
北
京
を
離
れ
南
下
し
た
目
的
を
次
の
よ
う
に
語
っ

て
い
る
。
つ
ま
り
、「
今
年
は
、
わ
が
国
の
大
規
模
な
経
済
建
設
の
一
年
目
に
あ
た
る
。（
中
略
（。
今
回
い
く
つ
か
の
省
を
回
っ
て
、

下
級
組
織
の
意
見
を
聞
き
た
か
っ
た
。
そ
れ
は
中
央
が
正
確
な
決
定
を
下
す
の
に
役
に
立
つ
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た（（（
（

。

　

現
状
把
握
と
い
う
意
図
の
も
と
で
毛
沢
東
は
道
中
さ
ま
ざ
ま
な
下
級
幹
部
に
面
会
し
た
。
武
漢
に
辿
り
着
く
ま
で
に
、
黄
河
水
利

委
員
会
の
黄
化
雲
か
ら
、
黄
河
に
建
設
す
る
予
定
の
三
門
峡
ダ
ム
の
進
捗
状
況
や
こ
の
流
域
の
水
不
足
問
題
に
つ
い
て
事
情
聴
取
し

て
い
た（（（
（

。
ま
た
、
武
漢
で
の
三
日
間
の
滞
在
中
に
、
毛
沢
東
は
武
漢
市
政
府
の
幹
部
を
は
じ
め
、
武
昌
区
委
書
記
か
ら
大
智
街
の
町

内
会
長
ま
で
精
力
的
に
下
級
幹
部
と
会
見
し
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た（（（
（

。

　

実
は
、
長
江
下
り
の
旅
も
、
毛
沢
東
は
乗
船
前
日
に
、
自
ら
中
南
局
交
通
部
党
組
書
記
兼
第
一
副
部
長
劉
恵
農
に
声
を
か
け
同
行

を
求
め
て
い
る（（（
（

。
そ
の
目
的
は
、
長
江
の
港
運
問
題
、
と
り
わ
け
民
生
輪
船
公
私
合
営
の
状
況
と
過
程
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
林
一
山
や
劉
恵
農
の
ほ
か
に
、
当
時
林
一
山
の
随
行
で
乗
船
し
た
魏
廷
錚
の
回
顧
に
よ
れ
ば
、
中
南
局
か
ら
は
楊
奇

清
、
朱
漢
雄
と
馬
克
遜
も
こ
の
船
旅
に
加
わ
っ
て
い
た
と
あ
る（（（
（

。
ま
た
、「
長
江
号
」
が
南
京
ま
で
の
間
に
、
江
西
省
を
通
れ
ば
、

そ
の
省
書
記
楊
尚
奎
と
九
江
地
委
書
記
史
梓
銘
が
乗
船
し
毛
沢
東
に
地
元
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
た（（（
（

。
安
徽
省
安
慶
を
通
過
す
れ

ば
、
安
慶
地
区
党
委
員
会
書
記
傅
大
章
と
安
慶
市
党
委
員
会
書
記
趙
瑾
山
が
二
一
日
午
前
中
に
乗
船
し
毛
沢
東
に
会
っ
て
い
た（（（
（

。
毛

沢
東
に
報
告
す
る
た
め
に
少
な
か
ら
ず
資
料
を
準
備
し
た
傅
大
章
に
対
し
て
、
毛
沢
東
は
「
報
告
し
な
く
て
よ
い
。
な
に
か
問
題
が



54

法学研究 89 巻 9 号（2016：9）

あ
れ
ば
、
自
由
に
話
し
て
み
な
さ
い
」
と
促
し
た
。
ま
た
、
傅
大
章
の
回
顧
に
よ
れ
ば
、
長
江
、
黄
河
と
淮
河
の
洪
水
対
策
と
開
発

に
強
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
毛
沢
東
は
、
以
下
三
つ
の
こ
と
に
つ
い
て
話
し
た
。
第
一
は
、
淮
河
下
流
の
洪
水
の
プ
レ
シ
ャ
ー
を
軽

減
す
る
た
め
に
、
合
肥
付
近
の
将
軍
嶺
を
切
り
開
い
て
、
洪
水
季
節
に
淮
河
の
水
を
一
部
長
江
に
持
っ
て
く
る
こ
と
、
第
二
は
、
黄

河
下
流
一
帯
は
水
不
足
の
問
題
が
あ
る
た
め
、
長
江
の
支
流
丹
江
か
ら
黄
河
に
水
を
引
い
て
く
る
こ
と
、
第
三
は
、
長
江
で
三
峡
ダ

ム
を
造
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
に
、
毛
沢
東
は
長
江
の
情
況
を
詳
し
く
知
り
た
か
っ
た
の
で
、
林
一
山
を
呼
ん
で
き
て
、
長

江
の
流
量
や
含
砂
量
に
つ
い
て
聞
い
た
と
傅
大
章
が
回
顧
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
毛
沢
東
に
同
行
し
会
話
を
交
わ
し
た
の
は
林
一
山
だ
け
で
は
な
か
っ
た（（（
（

。
林
一
山
は
、
一
九
五
三
年
二
月
一
九
日

一
一
時
ご
ろ
に
乗
船
し
二
二
日
夜
明
け
ま
で
の
三
日
間
、
毛
沢
東
と
こ
れ
ら
の
幹
部
と
と
も
に
武
漢
か
ら
南
京
ま
で
長
江
を
下
っ
た
。

　

林
一
山
を
毛
沢
東
に
引
き
合
わ
せ
た
の
は
、
中
南
局
党
委
第
二
書
記
鄧
子
恢
で
あ
っ
た
。
林
一
山
の
回
顧
に
よ
れ
ば
、
毛
沢
東
は

武
漢
滞
在
中
に
鄧
子
恢
と
長
江
の
治
水
に
つ
い
て
話
し
た
際
に
、
鄧
子
恢
が
林
一
山
を
毛
沢
東
に
推
薦
し
た（（（
（

。
林
一
山
は
中
南
軍
政

委
員
会
水
利
部
長
を
兼
任
し
て
い
た
た
め
、
軍
政
委
員
会
代
理
主
席
鄧
子
恢
の
も
と
で
五
年
間
働
い
た
経
験
が
あ
っ
た
。
そ
の
間
、

鄧
子
恢
は
林
一
山
を
中
央
組
織
部
長
饒
漱
石
に
会
わ
せ
た
り
、
林
一
山
と
関
係
が
悪
か
っ
た
高
崗
や
中
南
局
の
幹
部
と
の
仲
を
取
り

持
と
う
と
し
た
り
し
て
林
と
個
人
的
に
も
よ
い
関
係
に
あ
っ
た（（（
（

。
そ
れ
以
上
に
、
当
時
林
一
山
は
長
江
を
管
轄
す
る
長
委
会
の
主
任

と
し
て
、
鄧
子
恢
が
率
い
る
も
と
で
、
す
で
に
荆
江
分
洪
工
程
の
立
案
、
設
計
と
現
場
の
指
揮
に
か
か
わ
り
頭
角
を
現
し
て
い
た（（（
（

。

鄧
子
恢
が
林
一
山
を
毛
沢
東
に
紹
介
し
た
の
は
、
そ
う
し
た
林
一
山
の
長
江
に
お
け
る
業
績
を
評
価
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
ろ
う
。
林

一
山
は
鄧
子
恢
が
「
毛
沢
東
に
推
薦
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
治
江
に
貢
献
で
き
、
ま
た
毛
主
席
と
周
総
理
の
信
頼
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
自
伝
の
な
か
で
感
謝
の
意
を
述
べ
て
い
る（（（
（

。
そ
し
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
二
人
は
三
峡
ダ
ム
を
歴
史
の
表
舞
台

に
押
し
出
す
こ
と
に
な
る
。
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２　

毛
沢
東
の
意
向
と
林
一
山
の
認
識

　

林
一
山
は
毛
沢
東
に
同
行
し
た
数
人
の
幹
部
の
一
人
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
会
話
も
非
公
式
な
形
で
行
わ
れ
た
た
め
か
、
そ
れ
を
記
録

し
た
形
跡
が
見
当
た
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
毛
沢
東
の
発
言
は
三
峡
ダ
ム
計
画
の
推
進
に
極
め
て
有
利
な
証
拠
と
な
り
う
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
も
し
当
時
の
記
録
が
あ
れ
ば
、
長
委
会
を
は
じ
め
、
三
峡
ダ
ム
推
進
派
は
中
央
档
案
館
な
ど
の
機
密
資
料
を
利
用
し

そ
れ
を
披
露
し
た
で
あ
ろ
う
。

　

林
一
山
自
身
も
含
め
長
江
下
り
の
旅
に
つ
い
て
の
記
述
は
極
め
て
混
乱
し
て
い
る（（（
（

。
と
は
い
え
、
林
一
山
は
以
下
三
つ
の
点
に
つ

い
て
一
貫
し
た
内
容
を
述
べ
て
い
る
。

　

第
一
は
、
毛
沢
東
が
三
峡
ダ
ム
に
つ
い
て
言
及
し
た
こ
と
で
あ
る
。
林
一
山
は
「
治
江
三
段
階
」
に
つ
い
て
報
告
し
、
第
三
段
階

に
お
い
て
長
江
の
主
流
と
支
流
で
ダ
ム
建
設
を
通
し
て
、
洪
水
対
策
、
発
電
と
航
道
の
改
善
な
ど
総
合
利
用
を
図
り
、
根
本
的
に
長

江
中
流
と
下
流
の
洪
水
問
題
を
解
決
す
る
と
説
明
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
毛
沢
東
は
、「
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
。
こ
ん
な
に
た
く

さ
ん
の
ダ
ム
（
の
容
量
（
を
全
部
足
し
て
も
、
三
峡
ダ
ム
に
匹
敵
で
き
る
か
」
と
問
う
た
。
林
一
山
は
、「
こ
れ
ら
の
ダ
ム
を
全
部

足
し
て
も
、
三
峡
ダ
ム
に
は
匹
敵
で
き
な
い
」
と
答
え
た
。
毛
沢
東
は
地
図
上
で
三
峡
エ
リ
ア
を
指
し
て
、「
で
は
、
ど
う
し
て
こ

の
［
水
の
］
通
り
道
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
を
し
な
い
の
か
。
こ
れ
が
決
定
的
な
洪
水
対
策
に
な
る
。
ま
ず
は
三
峡
ダ
ム
を
造
る
の
は
ど
う

だ
」
と
示
唆
し
た
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
毛
沢
東
は
三
峡
ダ
ム
の
建
設
を
「
指
示
」
し
た
と
林
一
山
が
断
定
し
て
い
な
い
こ

と
で
あ
る
。

　

第
二
は
、
林
一
山
の
反
応
で
あ
る
。「
毛
主
席
は
わ
た
し
が
長
い
間
心
に
秘
め
て
い
な
が
ら
言
い
出
せ
な
か
っ
た
考
え
を
言
っ
て

く
れ
た
。
毛
主
席
は
大
い
な
る
戦
略
家
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
は
こ
の
よ
う
に
正
確
に
長
江
の
洪
水
と
ダ
ム
の
相
互
関
係
を
把
握

し
て
い
る
。
わ
た
し
は
、
い
や
わ
れ
わ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
三
峡
ダ
ム
の
建
設
を
強
く
希
望
し
て
い
る
。
し
か
し
、
目
下
は
ま
だ
考
え

ら
れ
な
い
と
興
奮
気
味
に
答
え
た
」。
こ
れ
が
当
時
の
林
一
山
の
偽
ら
な
い
気
持
ち
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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第
三
は
も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
が
、
つ
ま
り
、
毛
沢
東
は
自
分
の
言
葉
が
三
峡
ダ
ム
計
画
の
指
示
で
は
な
く
、
か
つ
上
級
組
織
に

報
告
し
な
い
よ
う
に
と
念
を
押
し
た
の
で
あ
る
。「
長
江
号
」
が
終
着
の
南
京
に
辿
り
着
く
こ
ろ
、
毛
沢
東
は
再
び
林
一
山
を
呼
び

つ
け
た
。
二
人
が
話
し
た
南
水
北
調
の
問
題
に
つ
い
て
、
直
ち
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
な
に
か
が
あ
れ
ば
手
紙
を
寄
こ

す
よ
う
に
と
指
示
し
た
。
し
か
し
、「
三
峡
ダ
ム
を
や
る
と
は
ま
だ
考
え
て
い
な
い
。
状
況
を
知
り
た
か
っ
た
だ
け
だ
。
上
級
組
織

に
報
告
し
な
い
よ
う
に
」
と
わ
ざ
わ
ざ
念
を
押
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
毛
沢
東
が
こ
の
時
点
で
三
峡
ダ
ム
計
画
の
着
手
を
指
示

し
な
か
っ
た
こ
と
を
、
林
一
山
は
認
め
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

３　
「
治
江
三
段
階
」
の
改
訂
と
鄧
子
恢
の
指
示

　

魏
廷
琤
は
、
毛
沢
東
が
林
一
山
に
「
三
峡
ダ
ム
の
研
究
に
着
手
し
成
果
が
あ
っ
た
ら
報
告
す
る
よ
う
に
」
指
示
し
た
と
し
て
い
る

が
、
前
述
し
た
よ
う
な
林
一
山
自
身
の
回
顧
と
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
魏
廷
琤
も
同
様
に
毛
沢
東
が
「
対
外
的
に
言
わ
な
い
よ

う
に
」
と
林
一
山
に
念
を
押
し
た
こ
と
を
認
め
て
い
る（（（
（

。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
江
下
り
の
旅
か
ら
戻
っ
た
林
一
山
は
早
速
そ
の
こ
と
を
鄧
子
恢
に
報
告
し
た
。
鄧
子
恢
は
林
一
山
を
毛
沢

東
に
紹
介
し
た
前
後
の
時
期
に
、
中
共
中
央
農
村
工
作
部
（
農
業
や
水
利
部
門
を
管
轄
す
る
党
の
部
門
（
の
部
長
と
し
て
北
京
に
異
動

し
た
。
一
九
五
四
年
九
月
、
第
一
回
全
国
人
民
代
表
大
会
が
開
催
さ
れ
、
鄧
子
恢
は
周
恩
来
の
推
薦
で
副
総
理
に
な
り
、
一
一
月
に

農
業
、
林
業
、
水
利
、
気
象
、
供
銷
と
信
用
合
作
社
を
主
管
す
る
国
務
院
第
七
弁
公
室
（
以
下
、「
七
弁
」（
主
任
に
な
っ
た
。
別
稿

で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
鄧
子
恢
は
「
七
弁
」
主
任
在
任
中
に
、
長
委
会
の
長
江
流
域
規
劃
弁
公
室
へ
の
鞍
替
え
に
よ
っ
て
水
利
部
直

属
か
ら
国
務
院
直
属
に
な
っ
た
際
の
立
役
者
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
林
一
山
は
「
長
委
会
の
重
要
な
事
項
と
中
央
に
報
告
す
る
必
要

の
あ
る
事
務
は
、
し
ば
し
ば
『
七
弁
』
を
通
し
て
い
た
の
で
、
鄧
老
（
鄧
子
恢
（
か
ら
は
常
に
有
力
か
つ
時
機
に
か
な
っ
た
支
持
を

承
っ
た
」
と
鄧
子
恢
を
介
し
た
長
委
会
と
中
央
権
力
中
枢
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
る（（（
（

。
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林
一
山
の
回
顧
に
よ
れ
ば
、
鄧
子
恢
の
指
示
に
従
っ
て
、
五
三
年
六
月
に
林
一
山
が
北
京
で
「
関
於
治
江
計
画
基
本
方
案
的
報

告
」（
以
下
、「
第
二
次
治
江
方
案
」（
を
起
草
し
た
。
中
央
に
あ
げ
ら
れ
た
こ
の
報
告
に
、
従
来
の
治
江
構
想
に
な
か
っ
た
三
峡
ダ
ム

が
盛
り
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
、「
長
江
上
流
の
各
支
流
に
ダ
ム
を
建
設
す
る
場
合
、
現
地
に
と
っ
て
害
を
取
り
除
く
有

益
で
総
合
的
な
価
値
を
も
つ
ダ
ム
を
除
き
、
ま
ず
は
先
に
主
流
の
三
峡
ダ
ム
と
の
比
較
を
行
っ
た
上
で
計
画
を
立
て
る
」
と
定
め
た（（（
（

。

こ
こ
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
、
長
江
上
流
の
ダ
ム
開
発
に
三
峡
ダ
ム
が
組
み
入
れ
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の

優
位
性
も
強
調
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
林
一
山
は
「
毛
沢
東
へ
の
報
告
を
経
て
、
長
江
の
問
題
に
注
目
が
集
ま
り
、
し
ば
ら
く
し
て
、
報
告
を
再
修
正
し
補
充

し
た
。
そ
れ
に
は
支
流
（
の
役
割
（
を
弱
め
主
流
（
の
役
割
（
を
強
調
し
、
重
点
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
と
く
に
三
峡
ダ
ム
の
建
設

に
つ
い
て
毛
主
席
の
支
持
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
希
望
す
る
、
と
訴
え
た
」
の
で
あ
る（（（
（

。

　

当
時
、
下
級
幹
部
が
毛
沢
東
の
支
持
を
取
り
付
け
、
そ
の
権
威
を
利
用
し
て
政
策
を
進
め
る
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
が
し
ば
し
ば

あ
っ
た
の
が
次
の
指
摘
か
ら
う
か
が
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、「
重
大
な
課
題
に
つ
い
て
は
必
ず
自
ら
が
熟
慮
し
た
上
で
提
起
す
る
。

た
と
え
毛
主
席
か
ら
批
准
を
取
り
付
け
た
と
し
て
も
、
問
題
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、
結
局
責
任
は
自
分
で
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
（
（（
（

」。
こ
こ
に
、
毛
沢
東
の
示
唆
を
受
け
て
、
従
来
の
構
想
に
な
か
っ
た
三
峡
ダ
ム
を
長
委
会
の
政
策
タ
ス
ク
に
盛
り
込
ん
だ
林
一

山
の
行
動
様
式
に
も
、
そ
の
権
威
を
利
用
す
る
意
図
が
見
え
隠
れ
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
林
一
山
の
仕
事
へ
の
熱
意
や
積
極
性
は
建

国
初
期
の
革
命
幹
部
に
共
通
し
た
性
質
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
意
味
で
、
そ
れ
か
ら
約
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ

た
林
一
山
の
強
い
執
念
と
行
動
力
が
な
け
れ
ば
、
三
峡
ダ
ム
は
実
現
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。　
　

　

こ
の
時
点
で
、
長
委
会
は
中
央
水
利
部
、
さ
ら
に
そ
の
上
級
組
織
で
あ
る
政
務
院
と
政
務
院
財
経
委
員
会
の
指
導
下
に
置
か
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
林
一
山
は
政
府
部
門
の
上
級
組
織
を
頭
越
し
に
、
党
の
組
織
で
あ
る
中
共
中
央
農
村
工
作
部
長
鄧
子
恢
の
指
示
で

「
治
江
三
段
階
」
の
修
正
を
行
っ
た（（（
（

。
実
は
文
化
大
革
命
中
に
、
林
一
山
は
直
属
の
水
利
部
や
長
委
会
所
在
地
の
湖
北
省
な
い
し
武
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漢
市
の
指
導
者
が
眼
中
に
な
く
傲
慢
で
あ
る
と
し
て
批
判
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た（（（
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
林
一
山
は

組
織
間
の
合
意
を
取
り
付
け
つ
つ
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
よ
り
も
、
毛
沢
東
や
鄧
子
恢
の
よ
う
な
党
部
門
ま
た
は
権
力
中
枢
の
権
威

を
借
り
て
自
ら
の
政
策
を
進
め
る
、
い
わ
ゆ
る
「
通
天
ル
ー
ト
」（
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
ま
で
通
じ
て
い
る
こ
と
（
を
活
用
す
る
傾
向
が

つ
よ
い
。
そ
れ
は
林
一
山
の
秘
書
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
長
委
会
主
任
ま
で
上
り
詰
め
た
魏
廷
琤
も
そ
の
効
率
の

良
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
三
峡
ダ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
党
中
央
が
決
心
さ
え
す
れ
ば
、
克
服
で

き
な
い
困
難
は
な
か
っ
た
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た（（（
（

。

　

そ
し
て
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
獲
得
に
よ
る
組
織
の
拡
大
と
い
う
動
機
が
林
一
山
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
前
述
し
た
よ

う
に
、
彼
が
建
国
初
期
に
お
い
て
直
面
し
た
の
は
、「
司
令
官
」
し
か
い
な
い
流
域
機
構
を
い
か
に
構
築
す
る
か
と
い
う
組
織
拡
大

の
課
題
で
あ
っ
た
。
の
ち
に
彼
は
、「
早
い
段
階
で
荆
江
分
洪
計
画
、
漢
江
根
治
計
画
と
三
峡
ダ
ム
計
画
を
提
起
で
き
た
こ
と
は
、

長
委
会
の
発
展
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
っ
た
」
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
建
設
を
通
し
た
部
門
利
益
の
伸
長
を
認
め
て
い
る（（（
（

。

第
四
節　

長
江
上
流
工
程
局
に
よ
る
三
峡
ダ
ム
雛
形
の
提
起

　

１　

林
一
山
の
指
示
と
「
留
用
人
員
」
李
鎮
南
の
役
割

　

林
一
山
は
一
九
五
三
年
二
月
に
毛
沢
東
の
示
唆
を
受
け
、
同
年
六
月
に
鄧
子
恢
の
指
示
で
既
定
方
針
を
修
正
し
た
が
、
そ
れ
を
具

体
化
さ
せ
る
た
め
、
九
月
に
重
慶
に
あ
る
上
流
工
程
局
に
赴
い
た
。

　

林
一
山
が
上
流
工
程
局
を
計
画
実
施
の
舞
台
に
選
ん
だ
の
に
は
二
つ
の
理
由
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
上
流
工

程
局
は
五
二
年
下
半
期
に
三
峡
ダ
ム
の
有
効
性
を
示
唆
し
た
経
緯
が
あ
る
こ
と
。
い
ま
一
つ
は
、
上
流
工
程
局
に
は
技
術
力
を
備
え

た
技
術
者
が
い
た
こ
と
。
彼
ら
の
多
く
は
海
外
留
学
や
国
民
政
府
で
の
勤
務
経
験
を
持
ち
、
共
産
党
政
権
に
残
っ
た
「
留
用
人
員
」
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で
あ
っ
た
。

　

林
一
山
は
、「
李
鎮
南
、
李
栄
夢
と
い
う
米
国
帰
り
の
水
利
専
門
家
と
学
者
は
、
旧
中
国
で
は
す
で
に
名
声
を
博
し
て
い
た
が
、

実
力
を
発
揮
で
き
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
新
中
国
で
は
勤
勉
に
働
き
、
わ
た
し
の
指
示
し
た
仕
事
を
一
所

懸
命
に
や
っ
て
く
れ
た
」
と
明
ら
か
に
し
て
い
る（（（
（

。
林
一
山
自
身
は
北
京
師
範
大
学
歴
史
学
部
を
中
退
し
て
革
命
に
参
加
し
た
が
、

水
利
に
関
す
る
専
門
知
識
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
。
彼
は
の
ち
に
水
利
に
関
す
る
知
識
を
吸
収
し
長
江
を
治
め
る
組
織
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
三
四
年
間
も
君
臨
し
た
が
、
当
時
は
民
国
時
代
の
技
術
者
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

李
鎮
南
は
一
九
三
〇
年
代
に
米
国
へ
の
留
学
経
験
を
持
ち
、
テ
ネ
シ
ー
川
管
理
局
で
実
習
し
、
開
拓
局
で
は
ジ
ョ
ン
・
サ
ー
ベ
ジ

の
部
下
と
し
て
働
い
た（（（
（

。
三
八
年
四
月
に
帰
国
し
、
交
通
大
学
唐
山
工
学
院
の
同
級
生
黄
万
里
（
清
華
大
学
教
授
、
三
門
峡
ダ
ム
と
三

峡
ダ
ム
の
反
対
者
―
筆
者
注
（
の
紹
介
で
、
同
年
一
〇
月
に
四
川
省
水
利
局
で
職
を
得
た
。
李
鎮
南
は
一
一
年
間
に
わ
た
る
在
職
中

に
、
主
に
農
田
の
水
利
灌
漑
工
事
の
建
設
に
か
か
わ
っ
た
と
回
顧
し
て
い
る（（（
（

。
そ
の
間
に
、
水
利
局
附
属
の
水
利
人
員
養
成
班
や
四

川
大
学
で
水
文
と
水
工
設
計
に
つ
い
て
教
鞭
を
と
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
九
四
六
年
夏
に
四
川
省
水
利
工
程
師
学
会
の
発
起

人
と
な
り
会
長
を
務
め
た（（（
（

。

　

共
産
党
政
権
下
、
李
鎮
南
は
五
〇
年
五
月
に
重
慶
軍
事
管
理
委
員
会
管
轄
下
の
農
田
水
利
処
に
配
属
さ
れ
、
西
南
軍
政
委
員
会
が

成
立
後
に
そ
の
下
部
組
織
で
あ
る
西
南
水
利
部
の
工
務
処
長
、
計
画
処
長
を
務
め
た
。
西
南
軍
政
委
員
会
の
廃
止
に
伴
っ
て
、
五
三

年
五
月
に
長
委
会
上
流
工
程
局
に
主
任
工
程
師
と
し
て
異
動
し
た
。

　

李
鎮
南
は
五
五
年
初
め
に
重
慶
か
ら
武
漢
に
あ
る
長
委
会
本
部
に
異
動
し
、
翌
年
に
は
共
産
党
員
に
な
る
こ
と
を
許
さ
れ
た（（（
（

。
そ

の
背
景
に
林
一
山
に
よ
る
重
用
と
抜
擢
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
よ
う
。
同
年
六
月
、
李
鎮
南
が
長
委
会
副
総
工
程
師
に
任
命
さ

れ
、
長
委
会
と
ソ
連
専
門
家
の
グ
ル
ー
プ
長
と
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
技
術
連
絡
係
を
務
め
た
。
五
六
年
一
二
月
長
弁
が
「
長
江
流
域
規

劃
要
点
報
告
」
編
纂
委
員
会
を
発
足
さ
せ
た
際
、
李
鎮
南
が
主
任
委
員
に
な
っ
た
。
翌
年
初
め
に
、
李
鎮
南
は
総
工
程
師
と
し
て
抜
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擢
さ
れ
、
長
江
の
流
域
計
画
に
関
す
る
立
案
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た（（（
（

。
そ
の
時
か
ら
三
峡
ダ
ム
が
決
定
さ
れ
る
ま
で
、
李
鎮
南

は
総
工
程
師
と
し
て
三
峡
ダ
ム
の
設
計
に
全
面
的
な
責
任
を
担
う
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
っ
た
。

　

２　
「
上
流
四
つ
の
ダ
ム
」
方
案
と
三
峡
ダ
ム
案

　

林
一
山
は
五
三
年
九
月
に
上
流
工
程
局
に
対
し
て
、
長
江
上
流
の
主
流
と
支
流
の
ダ
ム
と
三
峡
ダ
ム
に
つ
い
て
研
究
の
強
化
を
求

め
た
。
具
体
的
に
、
長
江
中
流
と
下
流
の
洪
水
対
策
に
、
長
江
上
流
の
四
大
河
川
、
す
な
わ
ち
、
主
流
金
沙
江
、
三
大
支
流
岷
江
、

嘉
陵
江
と
烏
江
で
建
設
す
る
ダ
ム
を
合
わ
せ
て
も
、
三
峡
ダ
ム
の
代
わ
り
に
な
る
か
と
い
う
研
究
課
題
で
あ
っ
た（（（
（

。

　

実
は
、
長
江
で
洪
水
に
も
っ
と
も
弱
い
河
段
は
荆
江
あ
た
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
長
江
が
険
し
い
三
峡
地
域
を
通
っ
て
平
原
に
入

る
が
、
水
を
吸
収
す
る
洞
庭
湖
地
域
に
ま
だ
辿
り
着
か
な
い
う
ち
に
、
さ
ら
に
比
較
的
規
模
の
大
き
い
支
流
の
清
江
か
ら
流
れ
が
加

わ
っ
て
、
洪
水
の
波
の
高
さ
が
高
ま
る
た
め
で
あ
る
。
荆
江
の
洪
水
は
主
と
し
て
長
江
宜
昌
よ
り
上
流
か
ら
来
て
い
る
。
そ
れ
は
、

宜
昌
よ
り
遡
っ
て
金
沙
江
の
終
わ
り
あ
た
り
ま
で
、
お
よ
び
北
岸
に
位
置
す
る
岷
江
と
嘉
陵
江
な
ど
大
部
分
の
地
域
は
、
暴
雨
頻
発

地
域
で
あ
る
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
。
李
鎮
南
ら
は
、
も
し
、
岷
江
、
嘉
陵
江
、
金
沙
江
お
よ
び
南
岸
の
烏
江
か
ら
の
流
れ
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
れ
ば
、
中
流
と
下
流
の
洪
水
被
害
の
軽
減
に
つ
な
が
る
と
考
え
た（（（
（

。

　

彼
ら
は
実
地
調
査
を
経
て
以
下
の
結
論
に
至
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
嘉
陵
江
温
塘
峡
は
、
重
慶
か
ら
北
温
泉
ま
で
の
一
部
分
を
除
け

ば
、
こ
の
流
域
の
洪
水
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
。
岷
江
の
宜
濱
市
郊
外
に
位
置
す
る
偏
窗
子
は
、
岷
江
の
全
流
域
を
ほ
ぼ
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
。
金
沙
江
の
も
っ
と
も
下
流
に
あ
る
支
流
横
江
の
滙
口
よ
り
上
流
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
あ
る
向
家
㶚
は
、

こ
の
流
域
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
洪
水
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
。
烏
江
武
龍
以
下
の
七
子
背
も
、
こ
の
流
域
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト

の
洪
水
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
四
つ
の
支
流
に
は
選
択
可
能
な
ダ
ム
サ
イ
ト
が
あ
り
、

ダ
ム
の
蓄
水
規
模
と
洪
水
調
整
能
力
も
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
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し
か
し
、
依
然
と
し
て
二
つ
の
懸
念
が
残
っ
た
。
第
一
に
、
水
没
に
よ
る
立
ち
退
き
問
題
に
つ
い
て
、
流
域
の
各
省
の
共
産
党
委

員
会
の
同
意
を
取
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
に
、
た
と
え
同
意
が
あ
っ
て
も
、
下
流
の
宜
昌
ま
で
の
一
〇
万
キ
ロ
平
方

メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
の
流
域
で
暴
雨
が
起
こ
っ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
ダ
ム
は
役
割
を
果
た
せ
な
い
。

　

李
鎮
南
ら
が
、
カ
ギ
と
な
る
問
題
は
後
者
で
あ
る
と
考
え
た
。
つ
ま
り
、
荆
江
地
域
で
暴
雨
が
起
こ
っ
た
場
合
に
、
上
流
の
ダ
ム

は
役
割
を
果
た
せ
な
い
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
ら
は
、
上
流
四
つ
の
河
川
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
だ
け
で
は
、
長
江
中

流
と
下
流
の
洪
水
リ
ス
ク
を
排
除
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
と
し
て
、
三
峡
ダ
ム
の
建
設
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
至
っ
た

の
で
あ
る（（（
（

。

　

３　

ダ
ム
サ
イ
ト
候
補
地
の
選
定
と
三
峡
ダ
ム
雛
形
の
提
起

　

続
い
て
、
三
峡
ダ
ム
サ
イ
ト
の
実
地
調
査
が
行
わ
れ
た
。
上
流
工
程
局
は
林
一
山
の
指
示
に
従
い
、
五
四
年
四
月
に
引
率
を
中
共

幹
部
饒
興
、
技
術
責
任
者
を
李
鎮
南
と
す
る
一
〇
人
あ
ま
り
の
三
峡
ダ
ム
サ
イ
ト
査
勘
組
を
組
織
し
た（（（
（

。

　

彼
ら
は
、
宜
昌
か
ら
上
流
へ
遡
っ
て
、
三
峡
ダ
ム
の
ダ
ム
サ
イ
ト
に
な
り
う
る
候
補
地
を
調
査
し
た
。
葛
洲
㶚
、
南
津
関
、
平
善

㶚
、
石
牌
、
蓮
沱
（
南
沱
（、
黄
陵
廟
、
三
闘
坪
、
茅
坪
、
太
平
渓
、
お
よ
び
兵
書
宝
剣
峡
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
八
日
間
に
わ
た

る
実
地
調
査
の
結
果
、
二
つ
の
結
論
が
出
さ
れ
た
。
一
つ
は
、
サ
ー
ベ
ジ
の
選
ん
だ
南
津
関
と
い
う
ダ
ム
サ
イ
ト
は
必
ず
し
も
最
も

合
理
的
な
選
択
で
は
な
い
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
蓮
沱
（
南
沱
（
よ
り
上
流
は
火
成
岩
エ
リ
ア
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
候
補
地
に
ダ
ム

サ
イ
ト
を
置
く
場
合
に
は
、
下
流
の
葛
洲
㶚
エ
リ
ア
で
補
助
ダ
ム
を
造
り
、
水
位
を
調
整
し
港
運
環
境
を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
。

　

前
者
の
理
由
と
し
て
二
つ
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
南
津
関
は
石
灰
岩
エ
リ
ア
に
位
置
し
、
溶
岩
洞
窟
も
多
数
見
つ
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
理
想
の
ダ
ム
サ
イ
ト
で
は
な
い
。
第
二
に
、
南
津
関
は
長
江
上
流
と
中
流
の
境
目
に
あ
っ
て
、
地
形
は
険
し
く
上
流
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か
ら
の
流
れ
を
堰
き
止
め
る
の
に
適
し
た
場
所
で
あ
る
。
し
か
し
、
広
が
り
の
な
い
南
津
関
エ
リ
ア
で
は
発
電
機
や
発
電
所
施
設
、

大
型
船
が
通
過
す
る
建
築
物
の
配
置
に
困
難
が
伴
う
。
そ
れ
ら
の
施
設
を
地
下
に
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
経
済
的
に
合
理
的
で

は
な
い（（（
（

。

　

一
行
は
重
慶
に
戻
り
、
李
鎮
南
の
主
宰
で
「
関
於
長
江
三
峡
水
庫
情
況
的
簡
要
説
明
」
が
ま
と
め
ら
れ
長
委
会
に
報
告
さ
れ
た（（（
（

。

こ
の
報
告
は
具
体
的
に
、
サ
ー
ベ
ジ
の
提
案
し
た
南
津
関
の
相
対
化
、
葛
洲
㶚
ダ
ム
を
補
助
ダ
ム
と
し
、
そ
の
上
流
に
あ
る
三
闘
坪

を
含
め
た
三
峡
ダ
ム
候
補
地
を
提
起
し
た
。
こ
の
段
階
で
、
三
峡
ダ
ム
の
雛
形
が
す
で
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

　

林
一
山
は
の
ち
に
、「
三
峡
ダ
ム
を
長
江
洪
水
対
策
の
カ
ギ
に
す
る
治
水
の
思
想
は
、
多
く
の
ダ
ム
を
総
合
的
に
比
較
し
た
結
果

で
あ
る
」
と
述
べ
た（（（
（

。
し
か
し
、
本
稿
で
考
察
し
た
五
三
年
か
ら
五
四
年
ま
で
の
一
連
の
動
き
か
ら
は
、
林
一
山
が
毛
沢
東
と
の
会

見
後
に
上
流
工
程
局
に
指
示
し
、
数
か
月
の
間
に
三
峡
ダ
ム
を
中
心
に
据
え
る
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
李

鋭
が
い
み
じ
く
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
三
峡
ダ
ム
計
画
に
つ
い
て
三
〇
年
近
く
論
争
し
て
き
た
が
、
い
ま
だ
に
異
な
る
意
見
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
三
峡
ダ
ム
の
提
起
は
、
ま
さ
し
く
優
れ
た
選
択
を
し
た
結
果
で
は
な
く
、
全
面
的
か
つ
確
実
な
経
済
的
、
技
術
的
な

論
証
が
欠
落
し
て
い
た
た
め
で
あ
る（（（
（

」。
と
は
い
え
、
林
一
山
ら
の
努
力
は
や
が
て
翌
年
の
夏
に
起
こ
っ
た
長
江
の
大
洪
水
に
よ
っ

て
最
高
指
導
部
の
眼
に
届
き
、
ソ
連
か
ら
の
技
術
者
招
聘
を
経
て
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
動
き
出
す
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
は
、
林
一
山
の
率
い
る
長
委
会
が
一
九
五
三
年
二
月
に
毛
沢
東
の
示
唆
を
受
け
て
、
数
か
月
の
間
に
既
定
方
針
を
変
更
し
三

峡
ダ
ム
を
政
策
タ
ス
ク
に
組
み
入
れ
た
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
し
た
。
具
体
的
に
、
林
一
山
は
毛
沢
東
に
自
ら
の
言
及
を
上
級
組
織

に
報
告
し
な
い
よ
う
に
と
念
を
押
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
水
利
部
を
頭
越
し
に
鄧
子
恢
の
指
示
を
仰
ぎ
、
同
年
六
月
に
長
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委
会
の
従
来
の
政
策
を
変
更
し
た
。
そ
し
て
、
現
場
で
は
同
年
九
月
に
上
流
工
程
局
の
「
留
用
人
員
」
で
あ
っ
た
李
鎮
南
ら
が
林
一

山
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
実
地
調
査
を
開
始
し
、
翌
年
四
月
に
は
三
峡
ダ
ム
の
候
補
地
も
絞
ら
れ
、
そ
の
雛
形
が
で
き
あ
が
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
短
期
間
で
登
場
し
た
三
峡
ダ
ム
は
、「
優
れ
た
選
択
を
し
た
結
果
で
は
な
か
っ
た
」
と
異
議
を
申
し
立
て
た
水
力

発
電
部
門
の
李
鋭
の
指
摘
も
一
理
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
峡
ダ
ム
は
林
一
山
と
鄧
子
恢
や
李
鎮
南
の
連
携
プ
レ
ー

で
長
委
会
の
政
策
タ
ス
ク
と
し
て
成
立
し
た
。

　

五
〇
年
代
の
中
共
支
配
の
特
質
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
一
九
四
九
年
に
お
け
る
革
命
の
勝
利
は
、

革
命
の
到
達
点
で
あ
り
、
建
設
の
出
発
点
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
馬
の
上
で
天
下
を
得
た
こ
と
」
か
ら
「
馬
を
下
り
て
天
下
を

治
め
る
こ
と
」
へ
転
換
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
「
革
命
」
と
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
の
認
識
が
不
足
し
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。（
中
略
（。
和
平
時
期
に
お
け
る
経
済
と
社
会
の
管
理
方
式
は
戦
時
下
の
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
新

し
い
考
え
方
と
方
法
を
必
要
と
す
る
。
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
官
僚
制
度
は
弊
害
を
持
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
少
な
く
と
も
経
済
と
社

会
政
策
が
空
想
的
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
よ
っ
て
損
な
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
空
想
的
ユ
ー
ト
ピ
ア
主
義
の
主
な
現
れ
の
一
つ
に
、
政
策
決

定
過
程
に
お
け
る
随
意
性
と
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
が
あ
る（（（
（

」。

　

別
稿
で
詳
述
す
る
が
、
林
一
山
の
動
き
と
前
後
し
て
、
水
力
発
電
部
門
の
打
ち
出
し
た
長
江
開
発
の
「
先
に
支
流
、
の
ち
に
主

流
」
方
針
が
全
国
経
済
を
統
括
す
る
中
央
財
政
委
員
会
主
任
陳
雲
の
承
諾
を
得
て
い
た
。
建
国
初
期
に
「
革
命
」
か
ら
「
ガ
バ
ナ
ン

ス
」
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
に
関
す
る
考
え
方
の
違
い
が
両
部
門
間
で
存
在
し
、
林
一
山
の
率
い
る
長
委
会
は
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
官

僚
組
織
系
統
の
な
か
で
踏
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
続
き
を
ス
キ
ッ
プ
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
組
織
の
論
理
を
超
越
し
た
長

委
会
の
随
意
性
と
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
が
三
峡
ダ
ム
の
紆
余
曲
折
の
歴
史
を
紡
ぐ
初
め
の
糸
と
な
っ
た
。

　

同
時
に
、
三
峡
ダ
ム
は
紆
余
曲
折
の
歴
史
を
歩
み
な
が
ら
も
前
進
で
き
た
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
問
い
に
、
本
稿
で
考
察
し
た
建
国

初
期
の
政
策
過
程
に
些
か
の
手
が
か
り
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
手
が
か
り
は
、
三
峡
ダ
ム
を
取
り
巻
く
政
治
的
、
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経
済
的
な
環
境
の
変
化
に
左
右
さ
れ
ず
に
こ
の
時
か
ら
一
貫
し
て
存
在
し
た
。

　

一
つ
に
は
、
下
級
組
織
と
そ
の
幹
部
は
政
策
の
展
開
に
あ
た
っ
て
、
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
に
近
い
高
層
幹
部
を
「
パ
ト
ロ
ン
」
と
し

て
利
用
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
パ
ト
ロ
ン
政
治
」
と
も
い
え
る
現
象
は
三
峡
ダ
ム
を
め
ぐ
る
政
策
過
程
の
大
き
な
特
徴

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
三
峡
ダ
ム
を
推
進
す
る
勢
力
だ
け
で
な
く
、
反
対
す
る
人
た
ち
も
利
用
し
た
一
つ
の
ツ
ー
ル
で

あ
っ
た
。
別
稿
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
三
峡
ダ
ム
の
政
策
過
程
に
お
い
て
、
李
先
念
、
王
任
重
、
王
震
、
陳
雲
な
ど
が
推
進
と
反
対

の
意
見
を
代
弁
す
る
形
で
「
パ
ト
ロ
ン
」
と
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
時
期
に
パ
ト
ロ
ン
と
な
っ
た
鄧
子
恢
は
、
毛
沢
東
の
急
進

的
な
農
業
合
作
化
政
策
に
異
議
を
唱
え
た
た
め
、「
小
脚
女
人
」（
纏
足
の
女
性
（
と
批
判
さ
れ
の
ち
に
失
脚
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

よ
う
な
保
守
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
鄧
子
恢
で
さ
え
も
、
大
型
ダ
ム
で
あ
る
三
門
峡
ダ
ム
や
三
峡
ダ
ム
の
決
定
過
程
に
お
い
て
は
む

し
ろ
「
急
進
」
的
な
姿
勢
で
か
か
わ
っ
て
い
た
。

　

い
ま
一
つ
は
、
長
委
会
の
三
峡
ダ
ム
を
推
進
す
る
人
的
な
要
因
で
あ
る
。
林
一
山
自
身
の
強
い
執
着
心
や
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
長
委
会
は
国
民
政
府
の
水
利
系
統
を
接
収
し
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
が
、
林
一
山
が
李
鎮
南
の
よ
う
な
「
留
用
人

員
」
を
活
用
し
た
よ
う
に
、
技
術
者
の
重
用
に
よ
っ
て
組
織
の
底
力
を
つ
く
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
五
六
年
末
に
は
、
長
委
会

の
職
員
が
八
三
二
五
人
に
増
加
し
、
そ
の
な
か
で
工
程
師
が
三
六
七
人
を
数
え
た（（（
（

。
ま
た
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
林
一
山
を
は
じ
め
、
李

鎮
南
や
魏
廷
琤
の
よ
う
な
技
術
者
と
職
員
の
多
く
は
、
建
国
初
期
か
ら
長
委
会
に
所
属
し
そ
の
後
も
異
動
は
な
く
、
キ
ャ
リ
ア
そ
の

も
の
が
三
峡
ダ
ム
と
深
く
結
び
づ
い
て
い
た（（（
（

。
あ
る
意
味
で
、
三
峡
ダ
ム
は
彼
ら
に
と
っ
て
キ
ャ
リ
ア
と
人
生
そ
の
も
の
で
あ
っ
た

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
魏
廷
琤
が
い
み
じ
く
も
明
言
し
た
よ
う
に
、「
数
十
年
に
わ
た
っ
て
長
弁
と
長
江
に
か
か
わ
っ
て
き

た
が
、
わ
た
し
の
主
な
仕
事
は
、
三
峡
ダ
ム
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た（（（
（

」。
三
峡
ダ
ム
の
実
現
は
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
限
ら
ず
、

六
名
で
出
発
し
た
長
委
会
の
組
織
と
し
て
の
念
願
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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（
1
（　

王
昭
光
、
樊
鵬
著
『
中
国
式
共
識
型
決
策
―
「
開
門
」
与
「
磨
合
」』
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
。
ま
た
、
鄧
小
平
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
社
会
主
義
国
家
に
は
最
大
の
優
位
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
一
事
を
行
う
に
あ
た
り
、
ひ
と
た
び
心
を
決
め
、

ひ
と
た
び
決
議
す
れ
ば
即
刻
執
行
し
て
影
響
を
受
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」。「
改
革
的
歩
子
要
加
快
（
一
九
八
七
年
六
月
一
二
日
（」

『
鄧
小
平
文
選
』
第
三
巻
、
二
四
〇
頁
、
人
民
出
版
社
、
一
九
九
三
年
。

（
2
（　K

enneth G. Lieberthal and M
ichel O

ksenberg: Policy-M
aking in China: Leaders, Structures and Processes, 

Princeton: Princeton U
niversity Press, 1988.

（
（
（　

林
一
山
「
毛
主
席
指
明
了
征
服
長
江
的
方
向
」『
人
民
日
報
』
一
九
七
八
年
一
二
月
二
三
日
。
林
一
山
「
震
撼
歴
史
的
抉
択
」
湖
北

省
政
協
文
史
資
料
委
員
会
、
宜
昌
市
政
協
学
習
文
史
委
員
会
編
『
三
峡
文
史
博
覧
』
第
一
辑
、
三
八
頁
、
中
国
文
史
出
版
社
、
一
九
九
七

年
。
ま
た
は
、
林
一
山
「
関
於
三
峡
水
庫
移
民
問
題
的
報
告
―
李
副
総
理
並
国
務
院
、
一
九
七
八
年
一
〇
月
二
六
日
」
楊
世
華
編
『
林
一

山
治
水
文
選
』
三
七
五
～
三
八
〇
頁
、
新
華
出
版
社
、
一
九
九
二
年
。

（
4
（　

“The T
hree Gorges D

am
 Project

”, Lieberthal and O
ksenberg: Policy-M

aking in China: Leaders, Structures and 
Processes, p. 269-（（8.

蘇
向
栄
著
『
三
峡
決
策
論
弁
―
政
策
論
弁
的
価
値
探
尋
』
中
央
編
訳
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
。
王
維
洛
著
『
三

峡
工
程
三
六
計
』
博
大
出
版
、
二
〇
〇
九
年
。
ま
た
、
李
鋭
を
含
む
三
峡
ダ
ム
反
対
論
陣
の
著
述
に
も
言
及
が
見
ら
れ
な
い
。

（
5
（　

中
華
人
民
共
和
国
水
利
部
弁
公
庁
編
『
新
中
国
水
利
（
水
電
（
系
統
組
織
沿
革
（
一
九
四
九
～
二
〇
〇
〇
年
（』
七
三
頁
、
中
国
水

利
水
電
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
。

（
6
（　
『
林
一
山
回
憶
録
』
一
三
三
頁
、
方
志
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
。

（
7
（　

崔
吉
礼
「
我
為
林
政
委
当
警
衛
員
」
林
一
山
治
江
思
想
研
究
会
編
『
林
一
山
治
水
生
涯
漫
憶
』
二
七
九
～
二
八
四
頁
、
長
江
出
版
社
、

二
〇
一
一
年
。

（
8
（　

前
掲
、『
林
一
山
回
憶
録
』
一
二
四
～
一
二
五
頁
。
林
一
山
初
期
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
言
及
す
る
あ
ら
ゆ
る
文
献
に
こ
の
記
述
が

あ
る
た
め
、
詳
し
い
列
挙
を
割
愛
す
る
。

（
9
（　

同
右
、『
林
一
山
回
憶
録
』
一
三
三
頁
。

（
10
（　

同
右
、『
林
一
山
回
憶
録
』
一
三
〇
頁
。
林
一
山
は
中
南
軍
政
委
員
会
水
利
部
党
組
書
記
で
も
あ
っ
た
。
出
所
：
長
江
水
利
委
員
会

「
一
山
独
秀
林
不
老　

大
江
浩
蕩
水
長
流
―
沈
痛
悼
念
長
江
水
利
委
員
会
原
主
任
林
一
山
同
志
」『
人
民
長
江
』
第
三
九
巻
第
三
期
、
二
〇
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〇
八
年
二
月
号
。

（
11
（　

丁
福
五
「
長
江
水
利
委
員
会
的
創
設
者
林
一
山
―
為
記
念
長
江
水
利
委
員
会
成
立
六
〇
周
年
而
作
」
前
揭
、『
林
一
山
治
水
生
涯
漫

憶
』
六
〇
～
六
四
頁
。
ま
た
は
、
同
右
、『
林
一
山
回
憶
録
』
一
三
四
頁
。

（
12
（　

前
掲
、『
新
中
国
水
利
（
水
電
（
系
統
組
織
沿
革
（
一
九
四
九
～
二
〇
〇
〇
年
（』
七
三
頁
。
多
く
の
文
献
は
林
一
山
が
接
収
し
た
の

は
、
揚
子
江
水
利
委
員
会
と
し
て
い
る
が
、
下
記
の
国
民
政
府
時
代
に
長
江
流
域
に
設
置
し
た
水
利
機
構
の
変
遷
か
ら
判
断
し
て
、
長
江

水
利
工
程
総
局
が
正
し
い
。
揚
子
江
水
道
討
論
委
員
会
（
一
九
二
一
年
一
二
月
～
二
八
年
五
月
（
→
揚
子
江
水
道
整
理
委
員
会
（
一
九
二

八
年
五
月
～
三
五
年
四
月
（
→
揚
子
江
水
利
委
員
会
（
一
九
三
五
年
四
月
～
四
六
年
五
月
（
→
長
江
水
利
工
程
総
局
（
一
九
四
六
年
五
月

～
四
九
年
一
〇
月
（。
出
所
：『
新
中
国
水
利
（
水
電
（
系
統
組
織
沿
革
（
一
九
四
九
年
～
二
〇
〇
〇
年
（』
七
一
頁
。

（
1（
（　

同
右
、『
新
中
国
水
利
（
水
電
（
系
統
組
織
沿
革
（
一
九
四
九
～
二
〇
〇
〇
年
（』
七
三
頁
。

（
14
（　

同
右
。

（
15
（　

林
一
山
主
編
『
高
峡
出
平
湖
―
長
江
三
峡
工
程
』
一
四
八
頁
、
二
六
～
二
七
頁
、
中
国
青
年
出
版
社
、
一
九
九
四
年
。「
蓄
洪
懇
殖
」

と
は
次
の
意
味
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
計
画
的
に
長
江
両
岸
の
一
部
の
湖
や
低
地
を
堤
防
で
囲
み
、
必
要
に
応
じ
て
洪
水
が
出
入
り
で
き

る
暗
渠
や
排
水
路
、
ま
た
は
水
門
を
つ
く
る
。
降
水
量
が
大
き
く
な
い
年
に
は
、
低
地
周
囲
の
土
手
と
堤
防
の
内
側
の
土
地
を
利
用
し
て

耕
作
し
農
業
を
発
展
さ
せ
る
。
も
し
特
大
洪
水
が
発
生
し
、
主
流
の
堤
防
が
そ
の
限
界
を
超
え
た
場
合
、
こ
れ
ら
の
エ
リ
ア
に
洪
水
を
誘

導
し
、
長
江
主
流
と
支
流
の
水
位
を
下
げ
る
。
局
所
的
な
利
益
を
犠
牲
に
し
て
広
範
囲
の
農
田
と
重
要
都
市
の
安
全
を
守
る
目
的
を
果
た

す
。
出
所
：
前
掲
、『
林
一
山
回
憶
録
』
一
五
七
頁
。

（
16
（　

同
右
、『
高
峡
出
平
湖
―
長
江
三
峡
工
程
』
一
四
八
頁
、
二
六
頁
、
一
四
八
頁
。
ま
た
は
、『
中
国
三
峡
建
設
年
鑑
一
九
九
四
年
』
二

六
二
頁
、
中
国
三
峡
出
版
社
、
一
九
九
五
年
。

（
17
（　

同
右
、『
高
峡
出
平
湖
―
長
江
三
峡
工
程
』
一
四
八
頁
、
二
六
～
二
七
頁
。
ま
た
、
前
掲
、『
林
一
山
回
憶
録
』
一
九
三
～
一
九
四
頁
。

一
九
五
一
年
一
二
月
に
書
か
れ
た
次
の
林
一
山
の
文
章
も
同
様
の
趣
旨
で
あ
っ
た
。
前
掲
、「
両
年
来
治
江
研
究
工
作
的
発
展
」『
林
一
山

治
水
文
選
』
一
九
五
～
二
〇
六
頁
。

（
18
（　

同
右
、『
高
峡
出
平
湖
―
長
江
三
峡
工
程
』
二
六
頁
。

（
19
（　

同
右
、『
高
峡
出
平
湖
―
長
江
三
峡
工
程
』
二
七
頁
。
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（
20
（　

李
鋭
著
『
李
鋭
往
事
雑
憶
』
一
四
四
～
一
四
五
頁
、
江
蘇
人
民
出
版
社
、
一
九
九
五
年
。
本
書
に
収
め
て
い
る
「
転
業
前
後
的
日

記
」
は
一
九
五
二
年
六
月
一
五
日
か
ら
一
九
五
四
年
七
月
一
日
ま
で
、
水
電
工
程
局
に
着
任
し
た
経
緯
と
ソ
連
訪
問
ま
で
の
出
来
事
を
記

し
て
い
る
。

（
21
（　

中
共
中
央
文
献
研
究
室
『
毛
沢
東
年
譜
一
九
四
九
―
一
九
七
六
年
』
第
二
巻
、
三
五
頁
、
中
央
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
。

（
22
（　

拙
稿
「
中
国
の
政
策
過
程
と
三
門
峡
ダ
ム
」
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
編
『
法
学
研
究
』
第
八
二
巻
第
六
号
、
二
〇
〇
九
年
六
月
。

（
2（
（　

王
任
重
「
毛
沢
東
同
志
第
一
次
視
察
武
漢
」
中
共
湖
北
省
委
党
史
資
料
徴
編
委
員
会
編
『
毛
沢
東
在
湖
北
』
一
～
四
頁
、
中
共
党
史

出
版
社
、
一
九
九
三
年
。

（
24
（　

劉
恵
農
「
温
馨
的
回
憶
―
紀
念
毛
沢
東
同
志
一
〇
〇
周
年
誕
辰
」
劉
継
増
、
毛
磊
、
袁
継
成
編
『
毛
沢
東
在
湖
北
』
二
七
四
～
二
七

五
頁
、
湖
北
人
民
出
版
社
、
一
九
九
三
年
。

（
25
（　

魏
廷
琤
「
也
談
毛
沢
東
為
海
軍
題
詞
」『
百
年
潮
』
二
〇
〇
九
年
五
月
号
。

（
26
（　

同
右
、「
也
談
毛
沢
東
為
海
軍
題
詞
」。

（
27
（　

傅
大
章
「
毛
主
席
和
我
的
一
次
談
話
」
中
共
安
徽
省
委
党
史
工
作
委
員
会
編
『
毛
沢
東
在
安
徽
』
一
四
五
～
一
四
九
頁
、
安
徽
人
民

出
版
社
、
一
九
九
三
年
。

（
28
（　

毛
沢
東
に
同
行
し
た
の
は
林
一
山
の
み
で
あ
り
、
二
人
は
そ
の
道
中
長
い
時
間
を
か
け
て
話
し
合
っ
た
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
記
述

が
多
く
あ
る
。
例
え
ば
、
盧
江
林
、
張
世
黎
、
成
綬
台
著
『
風
流
峡
谷
―
中
国
長
江
三
峡
工
程
』
一
六
～
二
六
頁
、
中
国
青
年
出
版
社
、

一
九
九
三
年
。
前
掲
、『
高
峡
出
平
湖
―
長
江
三
峡
工
程
』
二
七
～
三
六
頁
。

（
29
（　

林
一
山
「
充
満
革
命
情
誼
的
好
領
導
」『
回
憶
鄧
子
恢
』
編
輯
委
員
会
編
『
回
憶
鄧
子
恢
』
二
九
五
頁
、
人
民
出
版
社
、
一
九
九
六

年
。
ま
た
は
、
同
右
、『
風
流
峡
谷
―
中
国
長
江
三
峡
工
程
』
一
七
頁
。

（
（0
（　

前
掲
、『
林
一
山
回
憶
録
』
一
四
六
～
一
五
〇
頁
。
ま
た
は
、
同
右
、
林
一
山
「
充
満
革
命
情
誼
的
好
領
導
」
二
九
五
頁
。

（
（1
（　

同
右
、『
林
一
山
回
憶
録
』
一
四
〇
～
一
四
五
頁
。

（
（2
（　

同
右
、『
林
一
山
回
憶
録
』
一
四
九
頁
。

（
（（
（　

林
一
山
と
毛
沢
東
が
三
峡
ダ
ム
に
つ
い
て
語
っ
た
期
日
に
つ
い
て
、
当
時
乗
船
し
て
い
た
林
一
山
自
身
、
傅
大
章
と
魏
廷
琤
に
よ
る

も
の
と
『
毛
沢
東
年
譜
』
の
記
述
が
あ
る
。
傅
大
章
は
二
月
二
一
日
に
毛
沢
東
に
報
告
し
て
い
た
と
き
に
林
一
山
も
呼
ば
れ
て
同
席
し
、
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そ
の
際
に
毛
沢
東
は
三
峡
ダ
ム
に
つ
い
て
言
及
し
た
と
回
顧
し
て
い
る
。
し
か
し
、
林
一
山
自
身
の
記
述
に
一
貫
性
は
な
く
、
二
月
一
九

日
、
二
〇
日
、
二
一
日
と
二
二
日
の
ど
の
日
も
毛
沢
東
に
会
っ
て
い
た
よ
う
な
書
き
方
で
あ
る
が
、
三
峡
ダ
ム
に
つ
い
て
語
っ
た
の
は
二

一
日
と
す
る
記
述
が
多
い
。
魏
廷
琤
の
回
顧
も
曖
昧
で
、
具
体
的
な
日
付
を
示
し
て
い
る
の
は
一
九
日
の
み
で
あ
り
、
こ
の
日
に
三
峡
ダ

ム
に
つ
い
て
語
っ
た
と
し
て
い
る
。
一
方
、『
毛
沢
東
年
譜
』
で
は
、
毛
沢
東
が
三
峡
ダ
ム
に
つ
い
て
言
及
し
た
の
は
二
〇
日
と
な
っ
て

い
る
。
出
所
：「『
長
江
』
艦
上
見
毛
沢
東
」『
林
一
山
治
水
文
選
』
一
～
六
頁
、「
毛
沢
東
胸
中
的
長
江
」『
毛
沢
東
在
湖
北
』
七
六
～
九

八
頁
（
そ
の
第
一
節
「『
長
江
』
艦
上
見
毛
沢
東
」
は
『
林
一
山
治
水
文
選
』
と
同
じ
内
容
で
あ
る
（。『
高
峡
出
平
湖
―
長
江
三
峡
工
程
』

二
七
～
三
六
頁
、『
風
流
峡
谷
―
中
国
長
江
三
峡
工
程
』
二
二
～
二
六
頁
、『
林
一
山
回
憶
録
』
一
五
一
～
一
六
二
頁
、
魏
廷
琤
「
治
江
工

作
的
先
駆
―
悼
念
林
一
山
同
志
」『
林
一
山
治
水
生
涯
漫
憶
』
九
～
一
一
頁
、『
毛
沢
東
年
譜
一
九
四
九
～
一
九
七
六
』
三
三
～
三
七
頁
。

（
（4
（　

魏
廷
琤
「
長
江
三
峡
工
程
的
決
策
」
高
永
中
主
編
『
中
国
共
産
党
口
述
史
料
叢
書
』
第
二
巻
、
二
四
頁
、
中
共
党
史
出
版
社
、
二
〇

一
三
年
。

（
（5
（　

前
掲
、『
林
一
山
回
憶
録
』
一
五
〇
頁
。

（
（6
（　

前
掲
、『
中
国
三
峡
建
設
年
鑑
一
九
九
四
年
』
二
六
二
頁
。
ま
た
は
、
同
右
、『
林
一
山
回
憶
録
』
一
九
四
頁
。

（
（7
（　

同
右
、『
林
一
山
回
憶
録
』
一
九
四
頁
。

（
（8
（　

李
鋭
が
陳
雲
の
秘
書
周
太
和
に
戒
め
ら
れ
た
言
葉
と
し
て
日
記
に
書
き
留
め
た
。
前
掲
、「
転
業
前
後
日
記
」『
李
鋭
往
事
雑
憶
』
一

九
三
頁
。

（
（9
（　

中
央
人
民
政
府
水
利
部
は
五
四
年
に
中
華
人
民
共
和
国
水
利
部
に
名
称
が
変
更
さ
れ
、
国
務
院
と
国
務
院
第
七
弁
公
室
の
指
導
下
に

入
っ
た
。
前
掲
、『
新
中
国
水
利
（
水
電
（
系
統
組
織
沿
革
（
一
九
四
九
～
二
〇
〇
〇
年
（』
三
～
四
頁
。

（
40
（　

顧
建
堂
著
『
生
逢
其
時
―
文
化
大
革
命
親
歴
記
』
第
八
節
「
我
写
了
一
張
転
向
大
字
報
」「
六
〇
年
代
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://60nd.org/Index.asp

、
二
〇
一
五
年
一
月
一
一
日
ア
ク
セ
ス
。

（
41
（　

魏
廷
琤
「
我
参
与
三
峡
工
程
論
証
的
経
過
」、
前
揭
、『
三
峡
文
史
博
覧
』
第
一
輯
、
六
〇
頁
。

（
42
（　

前
掲
、『
林
一
山
回
憶
録
』
一
三
三
～
一
三
九
頁
。
こ
の
く
だ
り
は
、
林
一
山
が
「
治
江
三
段
階
」
と
の
関
連
で
述
べ
て
い
る
が
、

本
稿
で
考
察
し
た
よ
う
に
、「
治
江
三
段
階
」
で
は
ま
だ
三
峡
ダ
ム
計
画
が
登
場
し
て
い
な
か
っ
た
。

（
4（
（　

同
右
、『
林
一
山
回
憶
録
』
一
九
四
頁
。
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（
44
（　

ジ
ョ
ン
・
サ
ー
ベ
ジ
と
三
峡
ダ
ム
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。「
一
九
四
〇
年
代
に
お
け
る
中
国
三
峡
ダ
ム

開
発
―
国
民
政
府
の
国
家
建
設
と
米
中
経
済
・
技
術
協
力
」
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
編
『
法
学
研
究
』
第
八
九
巻
第
三
号
、
二
〇
一

六
年
三
月
号
。

（
45
（　

李
鎮
南
著
『
治
江
側
記
』
一
六
頁
、
中
国
水
利
水
電
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。

（
46
（　

熊
達
成
「
四
川
省
水
利
工
程
師
学
会
的
成
立
和
活
動
情
況
」
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
全
国
委
員
会
文
史
資
料
委
員
会
編
『
文
史
資

料
存
稿
選
編
（
経
済
（』
下
、
一
〇
〇
〇
～
一
〇
〇
一
頁
、
中
国
文
史
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
。

（
47
（　

前
掲
、『
治
江
側
記
』
二
五
七
頁
。

（
48
（　

同
右
、『
治
江
側
記
』
三
八
頁
。

（
49
（　

同
右
、『
治
江
側
記
』
二
九
頁
。
ま
た
は
、
前
掲
、『
林
一
山
回
憶
録
』
一
九
四
頁
。

（
50
（　

同
右
、『
治
江
側
記
』
三
〇
頁
。

（
51
（　

同
右
、『
治
江
側
記
』
三
一
頁
。

（
52
（　

同
右
、『
治
江
側
記
』
三
一
～
三
七
頁
。
ま
た
は
、
前
掲
、
魏
廷
琤
「
長
江
三
峡
工
程
的
決
策
」『
中
国
共
産
党
口
述
史
料
叢
書
』
第

二
巻
、
二
四
頁
。

（
5（
（　

同
右
、『
治
江
側
記
』
三
一
～
三
七
頁
。

（
54
（　

同
右
、『
治
江
側
記
』
三
七
頁
。
一
方
、
前
掲
、『
三
峡
建
設
年
鑑
一
九
九
四
』
二
六
三
頁
に
は
次
の
記
述
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
約
一
か
月
に
わ
た
る
調
査
の
結
果
、
彼
ら
は
三
闘
坪
、
茅
坪
な
ど
を
含
む
黄
陵
廟
エ
リ
ア
が
ダ
ム
サ
イ
ト
に
も
っ
と
も
適
し
て
い
る
と

の
結
論
を
出
し
、「
関
於
長
江
三
峡
水
庫
情
況
的
簡
要
説
明
」
を
ま
と
め
た
」。
こ
の
記
述
の
原
典
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
当
事
者
で
あ

る
李
鎮
南
の
回
顧
録
が
よ
り
信
ぴ
ょ
う
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
55
（　

前
掲
、『
高
峡
出
平
湖
―
長
江
三
峡
工
程
』
二
六
～
二
七
頁
。

（
56
（　

李
鋭
著
『
論
三
峡
工
程
』
一
六
八
頁
、
湖
南
科
学
技
術
出
版
社
、
一
九
八
五
年
。

（
57
（　

高
華
著
「
叙
事
視
角
的
多
様
性
与
当
代
史
研
究
：
以
五
〇
年
代
歴
史
記
述
為
例
」『
革
命
年
代
』
二
九
七
頁
、
広
東
人
民
出
版
社
、

二
〇
一
〇
年
。

（
58
（　

前
掲
、『
新
中
国
水
利
（
水
電
（
系
統
組
織
沿
革
（
一
九
四
九
～
二
〇
〇
〇
年
（』
七
五
頁
。
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（
59
（　

三
峡
ダ
ム
の
政
策
形
成
過
程
に
技
術
者
あ
る
い
は
宣
伝
部
門
で
三
峡
ダ
ム
を
宣
伝
す
る
書
き
手
と
し
て
し
ば
し
ば
登
場
し
た
楊
賢
溢
、

文
伏
波
、
曹
楽
安
、
成
綬
台
な
ど
も
、
長
委
会
が
成
立
し
た
直
後
か
ら
在
職
し
た
。

（
60
（　

前
掲
、
魏
廷
琤
「
我
参
与
三
峡
工
程
論
証
的
経
過
」『
三
峡
文
史
博
覧
』
第
一
輯
、
六
一
頁
。
こ
こ
で
い
う
「
長
弁
」
は
長
江
流
域

規
劃
弁
公
室
の
略
称
で
、
一
九
五
六
年
一
〇
月
に
長
委
会
か
ら
改
組
さ
れ
た
。


